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5 月 14日（土）かながわ県民活動サポートセンターで、2017年度「神奈川リフレッシュプログラム」に向けたキック

オフ講演会が行われました。約 30人が集まり、講師の話や学生の報告を熱心に聞きました。 

最初にあいさつに立った山際正道代表は「楢葉町は帰還を進め小中学校が楢葉町で再開されましたが、悩みなが

ら試行錯誤で進めているようです。私たちは子どもの立場に立って支援を進めます。今年も『リフレッシュプログラム』を

成功させましょう」と述べました。 

避難指示解除は進んでいるが 

 このあと元楢葉中学校教員の日野彰さんから「教室から

見た楢葉っ子」と題する講演がありました。日野さんの講

演の概要です。 

 福島第一原発事故から6 年が過ぎました。原発事故被災

地の状況を報告します。飯舘村はかなり除染作業が進んで

いますが、放射線量はまだ高いのが現状です。浪江町は避

難指示が一部解除され、来年度から浪江東中学校の校舎を

使って授業を再開する予定です。駅前通りには人はいませ

んでした。震災直後の浪江町は津波の被害があり、消防団

が駆けつけ救助活動をしました。「明日また来るからな」と

言って消防団は去ったのですが、その夜に強制避難の指示

があり、捜索は打ち切りになりました。捜索が再開されたのは１ヶ月後で、がれきに挟まったまま餓死された

方もかなりいたそうです。「助けられたはずの命」と考えると、とてもつらいです。 

私の自宅がある富岡町は、津波の被害もあったのですが、がれきの撤去が始まったのは震災後 4 年半経っ

てからです。富岡駅前にはロータリーとバス停ができていました。除染廃棄物の入ったフレコンパックの数は

減ってきました。しかし、原発事故さえなければ、１年もかからずに復興していたはずです。 

 避難指示は少しずつ解除されています。楢葉町は、4 月末の時点で住民の 22%ほどが帰還しました。広野

町の場合は避難指示解除後３年ほどで人口は増えてきたため、楢葉町でも帰還が進むのはまだ先になると予

想されます。しかし、来年 3 月には賠償金は打ち切られ、福島県は自主避難した人への住宅支援も打ち切っ

たことで、仕事や住居がない人はどうすればいいのか。避難者の心配は尽きません。 

 現在、福島全体では 7 万 1000 人が避難しています。約半数の家族が 2 か所以上に別れて住んでいます。

双葉地方では道路一本をはさんで賠償金の額が違うこともあります。いわき市では津波被害で家を失った人

は、原発事故避難者のような賠償金がありません。こうしたことで、人々の中に対立が生まれました。自主避

難して戻ってきても不安を口に出せない雰囲気があります。 

公営住宅はまだ 70%しかできていません。遅すぎて入る人が少ないのが現状です。住宅除染はまだやって

います。多額のお金が使われていますが、もう帰らないという人もいるわけで、ひとりひとりに寄り添った支

援をしてもらいたいと思います。 

 福島県内で甲状腺がんは 185 人出ています。甲状腺がんに関しては 19 歳以上も医療費は無料となりまし

た。原発の影響はないという県の見解を支持するわけではありませんが、何ともいえません。専門家でも意見

が分かれています。 

 大熊町や双葉町には、帰りたくても帰れません。帰還の見通しすら立っていません。帰ることを望んでいる

人は約 1 割です。常磐自動車道と国道 6 号線が開通しています。線量は少し下がりましたが現在でも 3.5μ

－2017 年キックオフ講演会報告－ 

楢葉小中校は試行錯誤で再開 日野彰（元楢葉中学校教員） 



－3－ 

 

SV/h という高さです。昨年 5月、バスと軽自動車が正面衝突事故を起こし、事故処理のため何時間も現場に

とどまりました。放射線量の高い帰還困難区域に何時間もとどまり、被ばくさせられたのです。 

 双葉郡の子どもたちの数は震災前には 6397 人いました。震災後に学校を再開したのは現在 22 校で 546

人です。大半の子どもたちは家族とともに避難した地区の学校に普通に行っています。しかし双葉の学校に

は、支援の必要な子どもたちがたくさん通っています。富岡の小学校は、三春町の工場を改装して利用してい

ます。大熊中学校は避難先の会津若松市内のプレハブ校舎で授業を行っています。 

南相馬市の小高区の 4 小学校は 4 月から合同で再開しました。飯舘村の小学校は川俣町で、中学校は飯野

町で授業を行っています。福島市の大波小学校は放射線量が高いこともあり転校が相次ぎ、2014年 3月に休

校となり、2017 年 3 月に廃校になってしまいました。原発から 60ｋｍも離れた地区で廃校になってしまう

ことは、原発事故が広範囲を汚染することを意味しています。 

106 人の生徒が戻った楢葉小中校 

 楢葉町は今年 4月に学校が再開、106人（震災前の 15％）が戻りました。子どもたちと教職員一丸となっ

てがんばり、中学 1、2 年生は全員戻りました。全生徒スクールバスで送り迎えしています。いわきから JR

常磐線で通っている子どもも 17 人います。いわき市の泉駅から通っている子どもは 6時前に家を出ます。楢

葉町は、通学定期代や給食費は無償、学力向上のために公営塾も提供します。IT 教育に力を入れ、子どもた

ち一人ひとりがタブレット利用できる体制です。IT 機器の操作に、先生が追いつかないことが悩みの種です。 

 大きな家に住んでいた子どもたちは、仮設住宅に入ると自分の部屋がありません。住宅が狭いため、親と中

学生が川の字になって寝るわけです。また、家族の喧嘩や愚痴などが聞こえてくることもあり、家に帰りたく

ないという中学生もいます。仕事がなくした親を見て悲観してしまい、夢を持てない子どももいます。 

 教職員も自分の家族の問題、住居の問題などを抱えていて、学校に来れば避難してきた子どもに寄り添って

支援をしています。震災、原発事故に起因する業務も増加しました。少し落ち着いてきましたが、何とか持ち

こたえているという感じです。 

 日野さんの講演の後、フロアからの質問・意見を受けました。交わされた質疑は、「給食に使われている福

島県産の食材はきちんと検査をして安全なものだけを使っている」「楢葉町では猪が出るのでスクールバスは

玄関先まで行く」「放課後の過ごし方は、中学生は部活動、小学生はバスで自宅へ直行するため友達同士で遊

ぶ機会がない」「夏休みの部活動もバスで送迎し、終了後は学習会も実施している」などです。 

  

「こらっせユース」も報告 

「こらっせユース」の大学生が報告しました。杉

野迅さん、高田準矢さん、鈴木香瑠さんが昨年夏に

山北町で 2 泊 3日で行った「リフレッシュプログラ

ム」について、写真などで詳しく説明をしました。

また、梅澤賢之さん、福嶋晶さんが、春休みに行っ

た学生によるいわき市での楢葉学童保育支援の様子

を報告しました。どちらの報告も、パワーポイント

を使ったプレゼンテーションで、子どもたちに対す

る気持ちがよく伝わってくる、とてもわかりやすい

内容でした。 

 


